	弱り目に祟り目
　今年も、早いもので七月を迎えました。涌泉寺にご縁の皆さん、お元気でしたか。私は何年か振りで夏風邪なるものをひいてしまいました。
二ヶ月ほど前、家内が風邪を引いたときに｢風邪なんか引いて、風邪とは自分の不注意でひくものだから直ぐに治してしまいなさい｣と大きな口をたたきました。そして今度は私の番です。大口をたたいた手前どうしても速やかに治さなければなりません。
二週間ほど前、風呂上りに汗が引くまでと薄着でおりまして、少し寒いかなと思ったとき直ぐに厚着に着替えれば、いつもの通りで何てこと無かったのです。ところがいつもの通り｢時代劇専門チャンネル｣に夢中になって少し寒いかなと思ったのを我慢して、厚着に着替えたのですが一手遅れたようです。翌日案の定、喉が少し痛くなったのを明日になれば直るとタカを括り、これぐらいの傷みはウイスキーでうがいでもすればいつもの通り治ってしまうと思いましたが治ってくれません。熱があれば汗をかくと治るのですが、熱が無く咳きと鼻水と痰がひどくなって、これはカテキンで治ると、濃いくて渋い熱いお茶を、ガブ飲みしても治りません。いよいよ家内が持っていた病院でいただいた漢方の風邪薬を、一日三回のところを四回も服用したら一日目で少し改善されたものの、お小水の出が悪くなって二日で取り止めたら、余計に悪くなって、いよいよお医者さんの門をくぐったのが一週間も過ぎた頃でした。五日分の薬をいただいて、まじめに用法どおりに服用したら、薬が無くなると同時に風邪引きも治ってしまいました。家族一同口をそろえて｢もう以前のように若くは無いのだから年を考え、おかしいと思ったら直ぐにお医者さんへ行きなさい。これはお上人が檀信徒に言っているいつもの言葉ですよ｣ですって。　　｢ハイ｣としか言いようがありませんでした。
六月度、山門の掲示板に書かれている日蓮聖人さまのお言葉が思い浮かばれ、なるほどと思わされました。
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	ものである。手紙の中で、日蓮聖人は妙心尼からの供養のお礼を述べるとともに、夫である入道の病気を心配され、病について説明されている。
　人の死は病気によるとは限らない。病気であるから死ぬとは決まっていない。あなたのご主人の今度の病気は、仏さまのお計らいであるかもしれません。経文に病気を持つ人は仏になると説かれている。病気によって道心(仏道を求める心)が起こるからである。病が求道のよき縁となるからである。病床に臥せっている間は｢日々夜々に道心ひまなし｣で闘病生活につとめなさい。病によって信仰に入り安心の境に遊ぶことが出来ましょう。
　　　となっております。

　誰しも病気になると弱気になるものです。今回の風邪引きも、最近朝が起き辛く、朝勤前の水行をしなかったことがあったので仏さまからの警告と受け止め、心新たにお詫び方々、よっぽどのことが無い限りお水をいただこうと反省をして再開しています。
　皆さんも、病気もしない･何をしても順調と言うときに仏さまのお話をいくらしても、昔から言われるように、｢水も飲みたくないのに川へ馬を連れて行っても水を飲まない｣のといっしょで、耳をかしてくださいません。
　人間とは本当に愚かなもので、何かことがあってからでは遅いから日ごろから、ご祈祷とはお願いするだけではないので、日々安穏に暮らせる報恩感謝のご祈祷をしなさい、と言ってもお願い事のご祈祷はしてもそのような感謝のご祈祷はしない。ご先祖さまのおかげで今があるのだから、日蓮宗にとって塔婆を立てての回向は他宗派の塔婆回向と趣が違うから出来るだけたくさん塔婆を立てさせていただいて回向をしなさいといっても理解してもらえない。そして、何か事が有ってからこのことを言うと、日蓮宗は人の弱みに付け込んでああしろ・こうしろとお金のかかることを言う、と陰口をたたく。
　だから仏さまは時々家族や親族の誰かに病気をさせたり事故に遭遇させたりして、反省の機会を与えている。こちらからしても少し行き過ぎではと思うお方もおられますがよくよくお調べをしてみましたら納得が行くのですが、当の本人にすれば、神も仏もあるものかと思うものです。
　昔からよく聞かれる言葉に｢転ばぬ先の杖｣というのが有ります。地震や台風の被害に、いくら防災をしても避けられない時には避けられないのが現実です。日頃からお題目を唱えて仏さまから、生きるエネルギーを頂いて感謝の日々を過ごし、災難に遭遇した時には落胆しないでそのエネルギーで早く回復しようではありませんか。
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